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春のカッコウと草原の愛：
『ダライ・ラマ六世恋愛詩集』と『チベット女性詩集』をめぐって

根　本　裕　史
【キーワード】ダライ・ラマ六世、チベット文学、歌、現代詩

１　序

　2023年の春、チベット文学愛好家にとって喜ばしい二冊の書物が刊行された。『ダライ・ラマ

六世恋愛詩集』（今枝由郎・海老原志穂編訳、岩波文庫、2023年）と『チベット女性詩集：現代

チベットを代表する７人・27選』（海老原志穂編訳、段々社、2023年）である。前者は2007年に

トランスビューより出版された『ダライ・ラマ六世恋愛彷徨詩集』の改訳、後者は本邦初の現代

チベット女性詩人に焦点を当てた画期的な詩集である。チベットの詩への関心を共有する研究仲

間である海老原志穂氏（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）からこの二冊の寄贈

を受け、古典と現代の二つの詩の世界に触れるや、心を激しく揺さぶられ、それから間もなく書

評論文の執筆を思い立った。

　本論文で筆者が目指すのは、芸術的な域に到達した二冊に対する陳腐な批判を行なうことでは

なく、これらの詩集に底流する詩的イマージュの糸を紡ぎ、そこから新たな視点を織りなすこと

である。『チベット女性詩集』には、デキ・ドルマの「妊婦の記録」やホワモの「私は女だ」な

ど、極めてデリケートな女性性の問題を扱った作品も収録されるが、フェミニズムの観点からそ

れらの詩の本質を論じる能力は筆者にはない。本論文はあくまでも古典文献学の立場から見るこ

とのできる古典および現代のチベット詩の特色とその魅力を明らかにするものである。

２　春の訪れを告げるカッコウ

　『ダライ・ラマ六世恋愛詩集』（以下『恋愛詩集』）にはダライ・ラマ六世ツァンヤン・ギャン

ツォ（Tshangs dbyangs rgya mtsho: 1683-1706）の作として伝わる百の歌が収録される。同書の解

説でも論じられているように、それらの歌の著者問題はいまだ解決していない。その中にダラ

イ・ラマ六世自身が作成した真作も含まれるかもしれないが、多くは六世に仮託して詠まれた歌

であると推測される。このたび新たに出版された『恋愛詩集』には、旧版の『ダライ・ラマ六世

恋愛彷徨詩集』（以下『彷徨詩集』）に含まれていなかった34の歌が追加され、計100の歌が内容

別に配列し直されている。

　ダライ・ラマ六世に帰せられる歌に関する文献学的研究として最も重要なのは1990年に刊行さ
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れたペール・ソレンセン（Per K. Sørensen）の Divinity Secularized: An Inquiry into the Nature and 

Form of the Songs Ascribed to the Sixth Dalai Lama（『俗化された神性：ダライ・ラマ六世作とされ

る歌の特質と形式についての研究』）である。同書にはグル（mgul glu）1と題される計66の歌集が

収録され、それらのチベット語原典の批判的校訂、英訳、詳細な内容分析が与えられる。さら

に、補遺としてスングル（gsung mgur）と称される別系統の歌集写本の翻刻が掲載されており、

そこには計459（一部欠損を含む）の歌が収録される。日本語版『恋愛詩集』にはスングルと呼

ばれる異本にのみ含まれる珍しい歌も多く取り上げられている。

　『恋愛詩集』の冒頭を飾るのは春の訪れを描写した二つの詩である。

khu byug mon nas yong dus || nam zla'i sa bcud phebs song || 
chung 'dris byams pa 'phrad pas || lus sems lhod por lang song || Escr00 -0 en
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有名である。

nam zla dgun dpyid de bzhud thal || dbyar zla gsum po kho slebs byung ||
khu byug sngon mo nga'i skyid pa || (Zhabs dkar mgur 'bum [stod cha] 253.16)

あの冬と春の季節は去り行き　夏の三
み つ き

月――彼が到来した

青い雌カッコウの私の幸せ（cf. Sujata 2011: 272f.）

　ここでは興味深いことに男性である作者が雌のカッコウに投影されている。愛の喜びをもたら

してくれる雄のカッコウは直接的には描かれず、その代わりに夏の三月が彼女の幸せを象徴する

ものとして語られる。カッコウが春を象徴する鳥であるという認識はシャプカルの歌にも見て取

れるが、仏教詩人であるシャプカルが描く春は、カーリダーサのような情熱的なものではなく、

比較的穏やかであったダライ・ラマ六世の春よりもさらに一層穏やかである。

　次に、現代の詩人ゾンシュクキ（Gzungs phyug skyid: 1974-）の散文詩「ヤンチェンマ」

（Dbyangs can ma）5に目を向けると、そこではカッコウに新たな意味が付与されていることに気

づく。インドへの亡命が仄めかされたその詩で、ゾンシュクキは言葉の女神ヤンチェンマ、すな

わちサラスヴァティー（Sarasvatī, 弁財天）に救いを乞いながら、理想と現実の間をさまよい、

未来への不安を抱える自らの心情を綴っている。それは「何かを期待しながら待つ」（re sgug）

時の心情である。まだ「何も持たない私」（ci yang med pa'i nga）は絶えず自分自身を探し求め

ており、自身の理想と現実を言い尽くす言葉を見出すことができず、言葉の女神に救いを求め

る。その詩の中に以下のような一節がある。

khrung khrung lho ru 'phur ba'i gshog sgras ri lung gshags shing | 
khu byug mon du log pa'i mig chus nags lo brlan |
da dung | grang rlung gi mche rtse na bldad pa'i dar lce hril po......
mi phod | ngas yod tshad gleng mi phod | 
dbyangs can ma | ngas ci zhig byas na 'grig |
kha ba bzhin 'khyag pa'i dgun zla 'di |
ji ltar drod snang gis 'khyol dgos |

南にわたってゆく鶴の羽音は山谷に響き　モンの地に戻りゆくカッコウの涙で森は濡れる　

さらに　寒風にはためく祈祷旗……　語れない　私はすべてを語ることはできない

ヤンチェンマ　私はどうしたらよいのでしょう　雪のように冷たいこの冬を　どのように

あたたかく乗り越えればよいのでしょう（海老原 2023: 12f.）
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　鶴の羽音6、モンの地に戻りゆくカッコウ、祈祷旗。これらは作者自身の内面の象徴であろう。

しかし、それらは彼女の思いのごく一部を表したものに過ぎない。彼女はいくらそうした象徴的

事物を並べ立てても、胸の内にある限りの思いを語り尽くすことができない（yod tshad gleng mi 
phod）。

　訳者の解説にも記されるように、「モンの地に戻りゆくカッコウ」は明らかにダライ・ラマ六

世の恋愛詩を踏まえたものである（海老原 2023: 15）。しかし、恋愛詩に詠まれるカッコウとは

異なって、ゾンシュクキの思いを載せたカッコウは幸福な逢瀬に胸を躍らせることはなく、涙を

流しながら南へ帰って行く。その涙は亡命して故郷を失うことによる悲しみの涙なのか、それと

も作者自身の何らかの理想が叶わないことによる絶望の涙なのかは明らかにされていない。いず

れにせよ、もともと牧歌的な詩的イマージュと結びついていたはずのカッコウが涙を落とすとい

う描写は、詩の悲壮感を際立たせる絶大な効果を生み出している。

３　描かれなかった心の絵とダムニェンの響き

　ダライ・ラマ六世の歌といえば恋愛に関するものが有名である。チベット人の文学愛好家であ

れば、その多くが以下のような歌を暗誦するであろう。

bris pa'i yi ge nag chung || chu dang thig pas 'jig song ||
ma bris sems kyi ri mo || bsubs kyang zub rgyu mi 'dug || (Sørensen 1990: 95)

20 色濃く書きし墨の文字　水の滴に消え去らん　心に浮かぶ面影は　拭きぬぐえども消

え去らず（今枝・海老原 2023: 16）

sha 'jam mal sa nang gi || snying thub gdung sems can ma ||
o lo'i rgyu nor 'phrog pa'i || g-yo sgyu bshad pa min 'gro || (Sørensen 1990: 245)

74 柔肌熱く燃ゆる娘は　褥で我を待ち焦がれ　若き男の精髄を　巧みに盗み取らんとや

（今枝・海老原 2023: 43）

　これらはチベット人好みの恋愛模様を描いた歌である。ソレンセンは第20歌と類似したチベッ

ト民謡のいくつかを紹介している（Sørensen 1990: 95f.）。恋文に記した文字は何者かによって消

されてしまうこともあり得るが、心の中に浮かんだ面影は誰にも消去されることがなく、いつま

でも消えずに残っている。

　第20歌に政治的な裏の意味を認める解釈もある（Sørensen 1990: 97）。それによると、「黒字で

書かれた小さな手紙」（yi ge nag chung）とはラサン・ハーン（Lha bzang khan: d. 1717）から康

熙帝に当てられた書簡であり、そこにはツァンヤン・ギャンツォのダライ・ラマ化身としての非
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正統性が主張されている。しかし、最終的に「もう一人のダライ・ラマ六世」ガワン・イシ・

ギャンツォ（Ngag dbang ye shes rgya mtsho: 1686-1725）の擁立にまで至るラサン・ハーンの企

ては失敗に終わった。黒字の手紙は「水の滴で消えた」のである。他方で摂政サンギェ・ギャン

ツォ（Sangs rgyas rgya mtsho: 1653-1705）の脳裏にはダライ・ラマ五世の入滅後、秘密裏に構想

したツァンヤン・ギャンツォ擁立という別の計画（= ma bris ri mo「描かれなかった絵」）があっ

た。後者の計画は正当であり、決して無効にはできないものである（zub rgyu mi 'dug）ので、結

果的にそれが実現する形となった。このようなことをこの歌は暗示しているという。果たして第

20歌にそうした政治的意図が込められていたかどうかを検証することはあまり有意義とは思われ

ない。むしろこの歌がそのような読まれ方をしたという事実、様々な読者の心情や思想を反映す

る鏡のような役割を果たしてきたという事実にこそ意味を見出すべきであろう。

　次の第74歌は文字通りに読むならば、女性の誘惑に負けて何らかの罠にはまり、財産（rgyu 
nor）を失った（あるいはこれから失うかもしれない）男の悲哀をアイロニカルに綴ったもので

ある。第３詩脚の rgyu nor の代わりに dge nor という異読（Sørensen 1990: 245）を採用するなら

ば、歌の読み手は女性に溺れて善業（dge）という財産（nor）を失ったという意味になる。そこ

では「財産」という言葉は善業を表す隠喩である。興味深いことに、旧版の『彷徨詩集』では後

半部が「若き男の子の財宝を　偽り盗みとらんとや」7と訳されていたが、『恋愛詩集』では「若

き男の精髄を　巧みに盗み取らんとや」に変更されている。おそらく『彷徨詩集』の訳は rgyu 
nor という読みに基づいており、『恋愛詩集』の訳は dge nor という異読に基づくものであろう。

結果として『恋愛詩集』の方は、ダライ・ラマ六世の聖人としての地位の喪失を強調する形に

なっている。

　さらに、ここに現れる「恋人」（snying thub）を摂政サンギェ・ギャンツォを表す隠喩表現と

みなせば別の解釈が可能となる。すなわち、サンギェ・ギャンツォが偽善的な言動でダライ・ラ

マ六世を懐柔することにより、彼の政治的権力という財産を奪ったことを告発する歌として解釈

することができる。あるいは「恋人」はラサン・ハーンのことを指しているとみなして同様の解

釈をしても良いであろう（Sørensen 1990: 246）。第74歌にそのような政治的な裏の意味を認める

か、字義通りの恋愛の歌として解釈するかは読み手に委ねられている。

　本当にダライ・ラマ六世がラサの夜の街に繰り出してスリリングな恋愛に興じたことがあった

のかどうかは明らかでない。歴史的事実がどうであったかどうかは別として、「手の届かぬ最高

権威者であるはずのダライ・ラマが、仏教修行中にもかかわらず娘達を想って身をもだえさせ、

夜な夜な彼女らの家を訪れ契りを結ぶというのだから、読者の背徳的な快楽を刺激し、一種のカ

タルシスを提供してきた」（今枝・海老原 2023: 82）ことに違いはない。ただし、ダライ・ラマ

六世の作として伝わる歌の多くは、甘美な感情を熱烈に歌い上げるのではなく、むしろ成就しな

い恋の悶え、離別の苦しみ、仏道に反する行為への背徳意識などをシニカルに表現している
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（Dhondup 1981: 35）。作者は自らが経験した恋の苦味を歌にして表すに当たっては、迂言的な表

現よりも、直接的な表現を用いる傾向にある。叶わない理想に向かって懸命に手を伸ばそうとし

ながら、希望と失意の間を揺れ動き、現実と虚構のはざまをさまようチベット詩人の登場は、20

世紀末を待たねばならない。ここでカワ・ラモ（Kha ba lha mo: 1978-）の散文詩「ダムニェン

を弾いて歌をうたおう」（ngas pi wang dkrol bzhin glu zhig len）の一節を見てみよう。

khrung khrung lho rub star yang 
a sngon da dung gya' dag pas 
khyer rkyang gi nyin mtshan
smre sngags kyis klog pa'i ngal bar ci la bsten 
do nub   ngas pi wang dkrol bzhin glu zhig len
me tog rlung gis btus kyang 
sa gzhi da dung rgas med pas 
thob shor gyi mig kong 
mchi mas sbags pa'i bzo lta ci la ston
do nub   ngas pi wang dkrol bzhin glu zhig len
khu byug da lo 'phur yang 
dpyid dpal sang lo bzhad srid pas 
na chung gi sems pa
mnar gcod kyi klong du ci la 'jug
do nub   ngas pi wang dkrol bzhin glu zhig len

鶴が連れ立ち、南に飛び去っても　空はいまなお澄んでいるから　孤独な日々を　ため息

まじりでやり過ごし、疲れることなどするものか　今宵　私はダムニェンを弾いて歌をう

たおう

風に花が散っても　大地はまだ衰えてはいないから　なにかを失ったからといって　目に

涙をためたりするものか　今宵　私はダムニェンを弾いて歌をうたおう

かっこうが飛び去っても　年が明ければ春はほころぶから　若き心を　苦悩の園に追い

やったりするものか　今宵　私はダムニェンを弾いて歌をうたおう（海老原 2023: 146f.）

　訳者の註記によれば「恋人と別れた後の心境を詠んだ詩」である（海老原 2023: 148）。南へと

飛び去る鶴やカッコウ、風に散る花、これらは別れた恋人を表している。作者は思い悩んで涙を

流すのではなく「私はダムニェンを弾いて歌をうたおう」と力強く宣言する。この逆説的な明る

さが、言葉の裏に秘められたやるせない気持ちを強烈に表現している。ドイツ・ロマン派の作曲

家ロベルト・シューマン（Robert Schumann: 1810-1856）の「詩人の恋」第７曲 Ich grolle nicht

「恨みはしない」を彷彿とさせる詩である。逆説的な表現を用いたカワ・ラモの詩の根底には、
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ダライ・ラマ六世の恋愛詩には見られなかったロマン主義的な感情が確かに存在している。

　自分の本当の気持ちを隠して敢えて別のことを語る表現技法はインド・チベットの古典詩にあ

り、それはダンディン（Daṇḍin）の『詩鏡』（Kāvyādarśa）第２章では「微小」（Skt. leśa, Tib. 
cha）8という名で呼ばれている。ダンディン自身が提示する「微小」の詩の作例として以下のも

のがある。

ānandāśru pravr̥ttaṁ me kathaṁ dr̥ṣṭvaiva kanyakām |
akṣi me puṣparajasā vātoddhūtena dūṣitam || (KĀ II 267)9 

一体どうして私が　乙女を目にした直後に　歓喜の涙など流すでありましょうか　私の眼

は　風で巻き起こった花粉で傷ついただけですから

　ラトナシュリー・ジュニャーナ（Ratnaśrījñāna）の註釈によれば、これは婿選びをする女

（patiṁvarā）がやって来るのを見た男が、彼女の魅力に惹かれて思わず歓喜の涙を流してしまっ

た時、図らずも明るみとなってしまった恋情（anurāga）を少しでも隠蔽しようとして語った時

の台詞である。男の涙の真の原因は乙女に対する恋情に他ならないのであるが、そのことが明る

みになるのを恥じた彼は、花粉という別の原因を想定することによって僅かに事実を隠蔽しよう

としている。「微小」という表現技法の本質は、恥じらいなど動機とした「事実の隠蔽（nigūhana）」

にある。現代詩人のカワ・ラモがチベット古典詩に現れる「微小」という技法を知っている可能

性は十分にあるとは言え、「ダムニェンを弾いて歌をうたおう」に見られる表現技法を「微小」

という概念で説明するのは無理であろう。なぜなら彼女は自分の本心を隠そうとしてダムニェン

を弾くのではなく、やるせない気持ちを振り払おうとして逆説的にそのような行動を取っている

からである。彼女は過去の追憶に後ろ髪を引かれながら、どうにかして新しい世界へと飛び立と

うとして苦しんでいる。カワ・ラモが表現しようとしているのは、古典期の詩には描かれること

のなかった二律背反の感情である。それは現代人に特有の感情かもしれない。

４　しぼめる花と輪廻の穴の底

　ダライ・ラマ六世に帰せられる歌の中には、仏教的な人生観を表現したものもある。100篇を

収録した『恋愛詩集』の終わりの方にそうした歌が現れる。

me tog yal ba'i thu lu || nag po [de] la bltas pas || 
a lce rgan mos sman shar || bu mo [de] yang los byas || (Sørensen 1990: 286)

95 しぼみし花のなれの果て　黒き花殻目にすれば　老婆の姿目に浮かぶ　かの愛し娘も

かくなるや（今枝・海老原 2023: 54）
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shi de dmyal ba'i yul gyi || chos rgyal las kyi me long || 
'di na khrig khrig mi 'dug || de nas khrig khrig gnang zhu || (Sørensen 1990: 255)

98 死後の世界の閻魔王　善悪映す鏡持つ　この世は公正ならずとも　あの世に清き裁き

あれ（今枝・海老原 2023: 55）

　第95歌はスングル第４歌、第98歌はグル第58歌に相当する。いずれも恋愛詩の枠組みには収ま

りきらない、人生の諸相を主題とした歌である。第95歌の thu lu はもともと「唾液」を意味する

が、「黒い唾液」というあまりにグロテスクな表現は、この優美な詩集で用いられるには相応し

くないであろう。それはむしろ唾液のように垂れ下がる様子（thu lu = thur du babs pa）を意味

するはずである（Sørensen 1990: 345）。かつてチャンドラ・ダス（Chandra Das）はダライ・ラマ

六世の歌集に thu lu nag po という成句が現れることを見出し、それを withered flower「しぼめる

花」の意味で理解した（po という成句が現れる薬thur䍨䈠呦䔸昊㌮㌸䈷昊㌮㌸呤ਜ਼㰰〰ㄾ吠ⴰ⸰ⴰ⸰㐹⁔呦੃㜴㤹〳㜳〴㤠呤呔〠ㄠ呦衰⸴〲‰⸰㐊⡬甩呪ਯ䌰弰浥呦衰⸷㜸‭〮〴㤠呤㈲〰〱㹔樊⽔吰‱⁔昊〮㐲㐠〮〴㤠呤㌳呦਱⸵㜱‰⸰瑯⁔昊ㄮ㈵‭〮〴㤠呤搊㰰〰ㄾ呪ਯ呔〠ㄠ呦衰⸴㈴‰⸰㐹⁔搳㍔昊ㄮ㔷ㄠ〮ひ楧呦衰⸷㜸‭〮〴㤠呤㈲〰〱㹔樊⽔吰‱⁔昊〮㐲㐠〮〴㤠呤㌳呦਱⸵㜱‰⸰物朠呦਱⸲㔠ⴰ⸰㐹⁔搊〲〰〱㹔樊⽔吰‱⁔昊〮㐲㐠〮〴㤠ⵁ䘾⸴㈷㤷⽃た〠ㄠ呦衰⸷㜸‭〮〴㤠呤਼〰〱㹔樊⽔吰‱⁔昊〮㐲㐠〮〴㤠呤ਲ਼ㅡ最 という成句が現れ̱Àԅ㼁�
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生前に積んだ業（las, *karman）を映す鏡を持ち、その業の善・不善に従って裁きを与える。この

世では（'di na）必ずしも自分のなした善業が幸せをもたらすとは限らなかった。しかし、あの

世より以降では（de nas）必ず因果応報の原理に従ってしかるべき果報が得られるはずである。

作者はそうした仏教的な業報思想を念頭に置きながら、閻魔王が手に持つ「業という鏡」（las 
kyi me long）が来世では公明正大（khrig khrig）であって欲しい、すなわち善業の報いを自分に

授けて欲しいと懇願する。

　当然ながら、観世音菩薩の化身としてこの世界に下生するダライ・ラマは、あらゆる煩悩を断

じて業の支配を超越しており、衆生済度のために自らの意志によって人間的な身体を示現する存

在である。そのような最上の化身（mchog gi sprul sku）であるダライ・ラマが閻魔王の公正な裁

きを請願するということを正当化するためには、チベット仏教文献でしばしばなされるように、

ダライ・ラマ化身が「共通的な顕れを顧慮して」（thun mong gi snang ngor）11すなわち人々の共通

認識に合わせて彼らに仏教的な死生観を教えるために敢えてこのような言葉を語ったのだと解釈

せねばならないであろう。いずれにせよ、言葉の表面的な意味を捉えるならば、この歌が作者の

人生の嘆きを表すものであることに違いはない。

　あるいはまた、蕭帯岩（Xiao Diyan）が示す独自の解釈によると、この歌はダライ・ラマ六世

自身に対する裁きを懇願するものではなく、政敵ラサン・ハーンによって殺害された摂政サン

ギェ・ギャンツォに対する閻魔王による公正な裁きと、来世での安楽成就を懇願するものであ

る。この方向で読むならば、第98歌にはラサン・ハーンへの批判という隠された意図があったこ

とになる。さらに、蕭帯岩が提示するもう一つの解釈によれば、この歌は、ダライ・ラマ六世が

清朝軍によって連行されてクンガ・ノール湖畔で最後の日々を過ごしていた時に作られたもので

あるという。その想定に従ってこの歌を読むと、蕭帯岩によれば、「閻魔王」とは康熙帝のこと

であり、歌の作者はラサン・ハーン治世下では到底期待できなかった公明正大な裁きを清朝皇帝

の康熙帝に懇願しているということになる。これらの二つの解釈がいずれも想像の域を超えるも

のでないことは言うまでもないが、少なくとも第98歌が作者（ダライ・ラマ六世本人であれ、他

の無名の詩人であれ）の人生に対する失望、世間の不正に対する怒り、来世への淡い期待を、仏

教的な業報思想の枠組みの中で表現していることは間違いないであろう。

　チベットでは、サキャ・パンディタが『詩鏡』の修辞学を紹介し、1270年頃にその最初の全訳

が登場して以来、文学史に残る詩の多くが、『詩鏡』を習得した知識階級、特に学僧や王侯貴族

によって書かれたものであった（Pema and Gyatso [ed.] 2023）。一般の人々の日々の感情や人生観

を表現した詩が書かれるようになり、それらが広く読まれるようになったのは20世紀に入ってか����
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を捧げる」という描写の後に、「微信のモーメンツがとぎれたりするので　あなたたちが連絡を

とりあっているのはわかっている」といった人間関係の不和を連想させる言葉が続き、先の見え

ない生活の中で「ヨーグルト種をつくり　パンを焼き　乳茶を沸かす」女達の日々の営みが記述

される。さらに、「来世に旅立った友が脳裏に浮かぶ　物思い、涙がこぼれる　それ自体がきづ

かぬうちに　居場所を見失っていることの証拠だ」と語る詩人は、次第に内省的な方向へと表現

を深めて行く。

phyi rol na rlung ldang na'ang 
nang sems la phyogs pa'i mgo nag de tsho 
dal lhod snyoms par bya 
'khor ba'i ri rtse na smug pa 'khor 
rdog pa'i sne mo na stobs shugs 'khyil
da ni 'khor ba'i dong zhabs nas 
bu rabs tsha rgyud spel 
kha bton dge sbyor skul 
grog ma bzhin du 
sbrang ma bzhin du 
bde ba'i phyogs la rgyu 

外では風が吹き荒れていても　心の内に向かっていくチベット人たちは　ゆっくりと安定

を取り戻す

輪廻という山の頂は遠くかすみ　踏み込む足先には力がこもる

今は輪廻の穴の底で　子孫を繁栄させ　経を唱えて徳を積み　蟻のように　蜂のように　

平穏に向かっていく（海老原 2023: 80f.）

　様々な記憶や情景や思想の断片が走馬灯のように現れるこの難解な詩を通じて、オジュクキが

語ろうとしているのは輪廻（'khor ba）についてである。そのことは作者自身が「輪廻の穴の底」

を詩の題目として選んでいることからも明らかである。詩人は自らが経験した不安や悲しみを胸

に秘めながらチベット人としての日常の暮らしを淡々と記録している。しかし、そのことは彼女

が凡庸な日常の中に埋没していることを意味するのではない。むしろ、チベット社会での義務的

な営みや宗教的行為を無心の境地で受け入れ、「蟻のように、蜂のように」（grog ma bzhin du 
sbrang ma bzhin du）生きる中で、不安や悲しみを次第に遠ざけ、最後には内なる平穏の境地に

至っている。

　古来よりインドの人々は、ウパニシャッドの五火二道説に見られるように、人間の生死を生命

あるいは水の循環運動と捉え、輪廻（saṁsāra）の思想を論じてきた（井狩 1988: 285）。ヴェー
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ダーンタ不二一元論を唱えたシャンカラ（Śaṁkara: ca. 700-750）はそれを激しく回転する車輪

（cakra）に喩えている（前田 1988: 18）。大乗仏教の中観派チャンドラキールティ（Candrakīrti: 
ca. 600-650）は、ちょうど上から下まで幾度も行ったり来たりする井戸車（ghaṭīyantra）のよう

に、上は有頂から下は無間地獄までを自分の意思に反して幾度も彷徨って行く衆生に対して向け

られた菩薩の悲（衆生縁の悲）を讃えている12。輪廻とは受動的で非自立的な循環運動である。

オジュクキの眼には、チベットの農村で日々繰り返され世代を超えて受け継がれていく行為、例

えば土地神への供養、経典の読誦、子孫の繁栄、ヨーグルト種をつくり、パンを焼き、乳茶を沸

かす行為などは、まさに「輪廻」として映ったのであろう。大乗仏教の思想家ナーガールジュナ

（Nāgārjuna: ca. 150-250）によれば、輪廻は衆生の業によってもたらされたものであり、業は煩

悩によって、煩悩は概念知（vikalpa）によって、概念知は言語的拡散（prapañca, 戯論）によっ

て生み出される。しかしながら、オジュクキはそのような哲学的理論を語るのではなく、循環的

に繰り返されるチベット人の日々の営みを「輪廻」と捉え（その理解は「循環」というチベット

語 'khor ba の本来の意味に適うものである）、そこに安らぎを見出すに至った自らの人生観を語っ

ている。この詩には僧院の学僧が語る輪廻思想に劣らず深い思弁が見られる。この詩に説かれる

のは、その輪廻を無心に受け入れ、輪廻の穴の底でたくましく生きることを選択した人間の強い

決意である。このような深みのある表現は、自由度の高い現代詩でこそ実現できたのであろう。

５　草原の愛：古典と現代詩のはざまで

　失われつつある牧畜文化・伝統的価値観、急速にもたらされた都市化、自然環境破壊、伝統と

近代化の間で揺れる人々の暮らし、チベット人としてのアイデンティティの喪失、それでもなお

チベット高原に広がる雄大な草原の原風景、静寂、沈黙。これらは多くの現代チベットの作家や

芸術家が共通に取り上げるテーマである。2023年５月に惜しくも急逝した作家・映画監督のペ

マ・ツェテン（Padma tshe brtan: 1969-2023）の映画「タルロ」やその原作である彼自身の小説

に描かれているのも、まさにそのような事柄であった。『チベット女性詩集』のいくつかの作品

には、現代のチベットで起きているそれらの諸問題が暗示的に表現されている。デキ・ドルマ

（Bde skyid grol ma: 1967-）の「草原の愛」（rtswa thang gi brtse ba）の一節を見てみよう。

nga la gnang rogs zhu ste | khyod kyis |
'tsho bcud ma rnyed la bdag med du yan pa'i dkar nag gi sgo phyugs rnams dang |
rdzas 'gyur gyi dri mas bslad de rgyu lam 'gags pa'i mkha' yi dbugs rlung rnams |
bzo grwa'i dug dud nag pos bdug cing gar 'gro sdug bsngal du gyur pa'i sprin phung rnams |
lkog gyur gyi nags klong na 'jigs skrag gis bdas pa'i snying chung gi ri dwags rnams |
drod skyid kyi tshang mal me mdas gtor ba'i gces 'os kyi byi'u chung rnams |
ar 'dam dang rno lcags bsres ma'i g-yo 'og tu tshud pa'i snying nye ba'i rde'u rnams |
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bum pa'i khor yug dog mor gzhan dbang du gyur pa'i mdzes sdug gi me tog rnams |
nyal 'gro'i bzhur rgyun las chad de gang sar snang med du thim pa'i chu thigs rnams |
mi 'dod pa'i than pas sreg cing brlan gsher gyi gru char mkho ba'i lo tog rnams |
yod tshad 'di dag nga la gnongs dang |
ngas | dag gtsang lhad med kyi brtse ba ljang mdog gi sa bon du bsgyur nas | 
rang byung ma'i skye stobs kyi byin rlabs yod rgu rtsal sprugs byed rgyu lags |

私にください　滋養ある草も得られず、さまよう白と黒の家畜　化学物質に汚染され、よ
どんだ大気　立ち込める工場の黒い煙に、行き場をなくした雲　鬱蒼とした森の中で、恐
れまどう臆病な野生動物　心地よい巣を銃弾で破壊された可愛い小鳥たち　コンクリート
と鉄筋に欺かれ下敷きにされた、あわれな小石たち　窮屈な花瓶に挿され、自由を奪われ
た美しい花々　川の流れからはずれ、人知れず土地に染み込んでいく水滴　望まぬ日照り
にさらされ、めぐみの雨を必要としている作物　これらすべてを私にください　私はけが
れなく純真なる愛を緑色の種に変えて　自然の力で育っていくことにあらんかぎりの力を
尽くし祝福を贈りましょう（海老原 2023: 56f.）

　ここに列挙される事柄が現代チベットのいかなる状況を表しているか、あるいは暗示している

かは言わずもがなであろう。化学物質による汚染、工場の黒い煙、銃弾、コンクリート。古典的

な美文詩（snyan ngag）には決して現れることのない語彙である13。作者は現実の世界に見られ

る事象を列挙した後に「これらすべてを私にください」（yod tshad 'di dag nga la gnongs dang）と

言う。彼女は自身の「純真なる愛」を緑色の種に変え、母なる自然（rang byung ma）がもたら

す本然の祝福（skye stobs kyi byin rlabs）をあらん限りこれらの事物に与える。

　訳者の註記によれば「草原の愛」（rtswa thang gi brtse ba）とは「草原のように広い愛」であ

る。その場合、rtswa thang「草原」は能喩（dpe）であり、brtse ba「愛」はその比喩によって喩

えられるもの、すなわち所喩（dpe can）であり、属格助詞 gi は能喩・所喩の関係（dpe dang dpe 
can gyi 'brel pa）を表示しているということになるであろう。詩人は草原のように広大な範囲に

及ぶ愛を、草原になりかわって諸々の事物に与えている。

　あるいは、rtswa thang「草原」は語り手である作者自身の投影であるとみなすならば、rtswa 
thang gi brtse ba を文字通りに「草原（＝作者自身）の愛」と解することもできる。この解釈に

よれば、擬人化された草原が諸事物に「愛」を与える主体であり、属格助詞 gi は例えば sangs 
rgyas rnams kyi bka' drin「諸仏の恩恵」（＝諸仏が与えてくれる恩恵）の場合と同じように所有関

係を表示していることになる。トンドゥプジャ（Don grub rgyal: 1953-1985）の文学理論によれ

ば、所喩を明示せずに能喩のみを語るという技法がチベット古典文学にある。トンドゥプジャは

その修辞表現を「非明示的隠喩」（sbas pa'i gzugs can）と命名する（根本・扎布 2022）。この種

の隠喩表現はシャンシュン・チューワンタクパ（Zhang zhung chos dbang grags pa: 1404-69）の
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『ラーマナ王物語』（Rā ma ṇa'i gtam brgyud）という有名な古典作品に頻出するので、実際の用例

に鑑みて rtswa thang gi brtse ba をそのように理解しても不合理はないはずである。もし「草原」

が作者自身を表す隠喩であるとするならば、詩人は自分自身と草原を同一視していることにな

る。そして、読者はこの解釈に基づいて詩を読むと、その二者が一体化して無区別になったかの

ような幻視的感覚を覚えるに違いない。

　いずれにせよ、詩人は万物に注がれる深い愛によって、この汚れた世界を救済したいと願って

いる。彼女の愛は大乗仏教の菩薩が衆生に対して向ける慈悲を予感させるものである。そして、

詩の続きの箇所を見ると予感は確信に変わる。

da dung nga la gnang rogs zhu ste | khyod kyis |
gu dog srang lam na u tshugs kyis 'tsho zhing rdog pas brdzis pa'i sprang po rnams dang |
btsan 'dzul dang 'bar mdel gyis ded de 'tshang kha shig shig tu 'bro ba'i sdug 'bangs rnams |
gzar skas su thang chad kyis nar zhing ngal gso'i dbugs len dka' ba'i zha bo rnams |
rdog lam mkhregs rdos bkag ste 'od snang shin tu mkho ba'i long ba rnams |
mu ge dang rmongs mun chabs cig tu 'dres pa'i skyabs med kyi dbul bo rnams |
ltogs skom gyis mnar zhing drod skyid kyi gzhis khyim bor ba'i dwa phrugs rnams |
rga sdug gi 'khun sgra 'byin zhing dgos med du dor ba'i drin can gyi pha ma |
smra brjod stong phrag mgrin par bskyil te dga' ba'i glu len dka' ba'i lkugs pa rnams |
mi yul gyi 'ur zing dang ca cos cham phab btang ba'i thos med kyi 'on pa rnams |
yod tshad 'di dag nga la gnongs dang |
ngas | 'byor phyug 'dzad med kyi brtse ba thang ma ru brdal nas |
khrel gzhung dang snying rje'i dgos 'dod ci dga' ru ster rgyu lags |

もっと私にください　狭い路地でたくましく生きながらも、足蹴にされる物乞いたち　侵

略された爆弾に追われ、押し合い逃げまどう民衆たち　急な階段に打ちひしがれ、立ち止

まっては肩で息する足の不自由な者たち　硬い岩に道を閉ざされ、光を求める盲人たち　

飢饉の際も無学のゆえに、救いのない貧しき者たち　飢えと渇きにさいなまれ、温かな家

も失った孤児たち　老いの苦しみに嘆息し、子には用無しと捨てられる年寄りたち　幾千

の言葉を喉に溜めたまま、歌うことのかなわぬ唖者たち　人の世の喧騒から締め出され、

聞こえることのない聾者たち　これらすべてを私にください　私は　尽きることのない豊

穣なる愛を大地に広げ　思いやりと慈悲を、求められるままに捧げましょう（海老原 

2023: 57f.）

　ここに言及される人々や彼らの惨めな境遇が具体的に何を表しているかは明らかにされない

が、多くの読者は現代チベットの様々な状況を想像し、それらを重ね合わせながらこの詩を鑑賞

するであろう。ここでも作者はかの虐げられた人々に「草原の愛」を捧げている。愛を捧げる主
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体は作者自身とも言えるであろうし、彼女の投影である草原とも言えるであろう。豊穣なる緑の

大地が人々を包み込むように、詩人は彼らを受け入れ、彼らに慈悲を捧げるのである。チベット

の敬虔な仏教徒はこの詩からシャーンティデーヴァ（Śāntideva: ca. 685-763）の『入菩薩行論』

（Bodhisattvacaryāvatāra）第10章「回向」に含まれる幾つかの詩節を連想するに違いない。以下

に関連するいくつかの詩節のチベット語訳とその和訳を示す14。

long ba rnams kyis mig mthong zhing || 'on pas rtag tu sgra thos shog ||
lha mo sgyu 'phrul ji bzhin du || sbrum ma'ang gnod med btsa' bar shog || (BCA D 38b1f.)
gcer bu rnams kyis gos dag dang || bkres pa rnams kyis zas dang ni ||
skom pa rnams kyis chu dag dang || btung ba zhim po thob par shog || (BCA D 38b2)
bkren pa rnams kyis nor thob shog || mya ngan nyam thag dga' thob shog ||
yi chad rnams kyang yid sos shing || brtan pa phun sum tshogs par shog || (BCA D 38b2f.)
sems can nad pa ji snyed pa || myur du nad las thar gyur cig ||
'gro ba'i nad ni ma lus pa || rtag tu 'byung ba med par shog || (BCA D 38b3)
skrag pa rnams ni 'jigs med shog || bcings pa rnams ni grol bar 'gyur ||
mthu med rnams ni mthu ldan zhing || sems ni phan tshun mnyen gyur cig || (BCA D 38b4)

盲人達は眼が見えるようになりますように　聾者は常に音を聞きますように　妊婦達は

マーヤー夫人のように痛みを伴わずに出産しますように

裸の者達は衣服を　飢える者達は食べ物を　喉が渇いた者達は水と　おいしい飲み物を手

に入れますように

貧者達は財産を手に入れますように　憂いに打ちのめされている者達は喜びを得ますよう

に　動揺している者達も動揺を抑えて　完全に落ち着きを取り戻しますように

およそ病める衆生は皆　速やかに病から解放されますように　生類のあらゆる疾病が永久

に発生しなくなりますように

恐れる者達は恐れなきものとなりますように　束縛された者達は自由になりますように　

力なき者達は力強い者となりますように　彼らは互いに愛情深い心を持つ者となりますよ

うに

　「回向」の章はチベット人の間で広く読まれる常用経典集にも収録されている。在家・出家を

問わず、多くのチベット人の仏教徒がこれらの詩節を日常的に読誦する。デキ・ドルマがシャー

ンティデーヴァの利他思想にどれほど習熟していたかは定かでないが、チベットで良く知られた

この一群の詩節の存在が、「草原の愛」のような作品を生み出す文化的土壌を形成するのに寄与

したことは間違いないであろう。

　「草原の愛」の詩人は、かの悲惨な境遇に置かれた人々の幸福を単に心の中で願っているだけ
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ではない。草原が万物を受け入れるように、彼女は彼らの存在を一身に引き受け、彼らに慈悲を

捧げると言う。大乗仏教の自他交換法（bdag gzhan mnyam brje）を連想させる言葉である。自他

交換法とは自己を優位に、他者を劣位に置くような意識における自己と他者の立ち位置を入れ替

えることにより、自己の幸福を他者に与えてその代わりに他者の苦悩を引き受けようとする考え

方のことである。シャーンティデーヴァの『入菩薩行論』第８章「禅定の完成」に現れることで

知られる。自他交換法はロジョン（blo sbyong, 「精神修養」）と呼ばれるカダム派の実践論や、ゲ

ルク派のラムリム（lam rim, 「道次第」）の体系にも組み入れられ、チベット人仏教徒の精神的柱

の一つとなっている。

　カダム派のチェーカワ・イシ・ドルジェ（'Chad kha ba ye shes rdo rje: 1101-1175）によって著

された『ロジョン七義論』（Blo sbyong don bdun ma）に「贈与と受取の両者を交互に修練せよ　

その二つを呼吸に乗せてみるがよい」（gtong len gnyis po spel mar sbyang || de gnyis rlung la 
bskyon par bya ||）という文言がある（Blo sbyong bkrol ba 175.20, 177.20; Thupten Jinpa 2005: 83）。

他者の苦しみを受け取り、その代わりに自身の幸せを他者に贈与する様子を思い浮かべてみよ、

というのである。この自他交換の意識を容易に生じるための有効な手段が呼吸である。息を体の

外に吐き出す時には自身の幸せが他者のところに達したと想像し、息を吸い込む時には他者の苦

しみが自己の中に発生したと想像する。これを繰り返し行なうと、慈悲の心が芽生え、菩提心

（衆生の幸福のために覚りを求める心）が発現する。さらに、チェーカワの『ロジョン七義論』

に「器世間と有情世間が罪悪にまみれている時にこそ　そうした悪条件を覚りへの道に転換せ

よ」（snod bcud sdig pas gang ba'i tshe || rkyen ngan byang chub lam du bsgyur ||）と説かれる。自然

環境の破壊、病苦、戦乱などの人的な災い。世間にはびこる様々な悪条件を分析することによっ

て利己的な意識を打ち砕き、諸悪を黙受し（古東 2023: 273ff.）、他者の幸福を願う心を起こすこ

とが可能である。続きの箇所でチェーカワは『入菩薩行論』の第８章に依拠してその具体的方法

を述べている（Blo sbyong bkrol ba 179.5ff.）。

　大乗仏教の哲学が現代のチベット人の心にどのように根付いているかを理解する上で重要な資

料がある。20世紀の学僧ムゲ・サムテン（Dmu dge bsam gtan: 1914-1993）の自伝である。ムゲ・

サムテンは文化大革命での出来事とその時の心境を次のように綴っている。

火馬の年（西暦1966年）、私が53歳の時のこと。６月に文化大革命というあの大災難が始

まった。10月に紅衛兵という者達が当地の政治協商会議の役所（khul srid gros khang）か

ら私達５人を逮捕して、あらゆる物資や生活用品を強奪した。そして、私達を市場に連行

して批判を行なった。けれども、私は心に苦しみを感じたことがなかったし、これがまさ

しく輪廻の本性なのだと考えて、無常性と輪廻の過失について少しばかり瞑想するような

格好をした。すると、以前にラムリムやロジョンなどで学んだ幾らかの事柄が事実と符合
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するのが分かるようになった15。

　チベットの最も暗い時代の生々しい記録である。ムゲ・サムテンは紅衛兵によって不当に逮捕

され、闘争集会に参加させられて公衆の面前で晒し者にされたが、苦しみを感じることはなかっ

たという。なぜなら、ゲルク派ラブラン・タシキル僧院の学統を汲むこの博学の僧侶の心の中に

は、常にラムリムやロジョンの教えが生きていたからである。輪廻の本性。あの時に自分が学ん

だのはこれのことだったのか。そのように彼は自身が学んだ知識の正しさを確かめたに違いな

い。上の引用の直後にはさらに驚くべき記述がある。

市内を行進させられた時のこと。彼らは私に法衣の僧伽胝を着させ、隠遁修行で用いる帽

子を頭にかぶせ、背中に『文殊菩薩真実名義経』と『波羅蜜多要集』と『普賢行願讃』を

背負わせ、両肩に『カダム・レクバム』の数ページを貼り付け、手には数珠と『アティ

シャ大伝』の断片を持たせた。それから、彼らは様々なスローガンを大声で叫びながら私

を連行した。すると、私の心には喜びの感覚が起こった。歌（グル）を歌いたい――そう

思って

「身体にサフラン色の衣をまとい

カダムの教誡という飾りを身につけ

手には『カダム・レクバム』の経本を持ち

頭には長帽子をかぶっている

ああ今日は何と幸せなんだろう！」

といった歌を思いつくままに歌い、さらに、

「母なる衆生のあらゆる罪障と苦しみが

全て今この私に異熟しますように

私の善と安楽を他者に贈与しますから

全ての衆生が幸せになりますようにご加持を」

と歌った。彼らの叫び声と混ざりそうになると、高らかな声で歌い上げた。すると、ある

時には彼らは聞きもせず、またある時には聞こえても、漢人達は意味が分からず、「こい

つは造反の叫び声をあげているようだな」と言った。それから、学のないチベット人の子

供達を何人か連れて来て「こいつは一体何と言っているんだ！聞いてこい！」と命じた

が、彼らも漢人と同じで、私が何と言っているのか理解できないのだ16。

　恐るべき光景と信じがたい心理の描写である。当時のチベットでは、ここに描かれるような伝

統文化やその担い手達への冒涜行為が至る所で繰り広げられていたのであろう（ツェリン・オー



（18）

広島大学文学部論集　第83巻34

セル 2008）。ムゲ・サムテンのようなトップクラスのエリート僧でさえ「反革命分子」のプラ
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　かつてのチベット古典文学の担い手の多くは、『詩鏡』を学ぶ機会に恵まれた僧侶や王侯貴族

であった。現代では多くのチベット人が高校や大学で『詩鏡』を学び、自身の感性で自由に詩を

書くことが可能となっている。現代詩の中には、古典詩では表現されることがなかった女性的で

複雑な恋愛感情や、妊婦や母親の苦悩や喜びが語られる。しかしながら、このことは必ずしも現

代における詩の俗化を意味するのではない。現代のチベット女性詩人の意識の深層にあるのは大

乗仏教の利他思想や輪廻観である。現代詩の中でそれらは、古典詩に見られなかったような強烈

な表現として具現化する。古典文学や仏教思想への洞察なしには現代チベット詩の本質を理解す

ることはできない。『恋愛詩集』と『女性詩集』の二冊を交互に読む時、我々は古典と現代詩の

はざまに立って、チベット精神文化の深層に達する新たな視点を獲得するであろう。
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つでも色形を見えるようになりますように　聾者達はいつでも音を聞こえるようになります
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一切のものを彼らが手に入れますように」）BCA II 21: bhītāś ca nirbhayāḥ santu śokārtāḥ 
prītilābhinaḥ | udvignāś ca nirudvegā dhr̥timanto bhavantu ca ||（「さらに　恐れる者達は恐れを克

服しますように　憂いに打ちのめされている者達は常に喜びを得る人となりますように　動

揺している者達は動揺を抑えて落ち着きを取り戻しますように」）BCA X 22: ārogyaṁ 
rogiṇām astu mucyantāṁ sarvabandhanāt | durbalā balinaḥ santu snigdhacittāḥ parasparam ||（「病め

る者達は健やかになりますように　彼らはあらゆる束縛から解放されますように　力なき者

達は力強い者となりますように　彼らは互いに愛情深い心を持つ者となりますように」）大

蔵経テンギュル所収チベット語訳とサンスクリット原文の相違点についてはプトゥンが正し

く指摘し、説明を与えている（Zla 'od 206b3ff.）。
15	 Ā dar sha 402.21ff. （cf. Willock 2021: 127）を参照。この記述について大川謙作氏（日本大学文

理学部教授）よりご教示を受けた。
16	 Ā dar sha 403.9ff. （cf. Willock 2021: 122）を参照。
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The Cuckoo Heralding Spring and Love of the Grasslands:
Love Poems of the Sixth Dalai Lama and the Collection of Tibetan 

Women’s Poetry

Hiroshi NEMOTO

Key Words: �The Sixth Dalai Lama, Tibetan literature, songs, modern poetry

This paper aims to explore the parallels and distinctions between classical and contemporary Tibetan 

poetry by analyzing the poems featured in two recently published works: Love Poems of the Sixth Dalai 

Lama and the Collection of Tibetan Women’s Poetry. Additionally, it seeks to uncover the shared poetic 

imagery found in both sets of poems. 

The love poems of the Sixth Dalai Lama, written in the form of songs (mgur), exhibit distinctions 

from the classical belles-lettres (snyan ngag) influenced by Indian Sanskrit literature. They are 

characterized by simple rhetoric, frequent use of colloquial vocabulary, and poems structured with an even 

number of syllables. Despite the freedom of expression within this format, the Sixth Dalai Lama, or the 

author attributed to him, delicately and sometimes ironically explores romantic love within the cultural 

framework of the classical period. These love poems, written in song format, allow for various 

interpretations, giving rise to political or Buddhist interpretations with hidden meanings.

Many contemporary Tibetan poets share knowledge of classical songs, including those of the Sixth 

Dalai Lama, and are familiar with the theories of the Kāvyādarśa. Classical poetic imagery, such as “the 

cuckoo heralding spring,” often figures in modern poetry, too. However, contemporary poets skillfully 

express indescribable paradoxical emotions, which were not previously explored in classical literature, by 

transforming shared poetic imagery unique to Tibetan literature. 

In the past, many carriers of Tibetan classical literature were monks or nobility who had knowledge of 

the Kāvyādarśa. Today, many Tibetans study the Kāvyādarśa in high school or university, allowing them to 

freely write poetry on the basis of their own sensibilities. Modern Tibetan poetry often discusses feminine 

and complex emotions in love, the struggles and joys of pregnant women and mothers, themes rarely 

addressed in classical poetry. However, this does not necessarily signify the secularization of poetry in 

modern times. Deep within the consciousness of contemporary Tibetan female poets lies the Mahāyāna 

Buddhist altruistic philosophy and the contemplation of saṁsāra. In modern poetry, these concepts 

manifest as intense expressions previously unseen in classical poetry. Understanding the essence of 

contemporary Tibetan poetry is impossible without insight into classical literature and Buddhist philosophy. 
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When reading the Love Poems of the Sixth Dalai Lama and the Collection of Tibetan Women’s Poetry 

alternately, we find ourselves standing at the crossroads of classical and modern poetry, gaining a new 

perspective that delves into the depths of Tibetan spiritual and cultural heritage. 
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